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ここまでのまとめ

‣ メディア実装の4つの基礎 

‣ ノート：自分の実装の動機 

‣ メッセージング：メディア表現の性能向上 

‣ コミュニティ：場の形成と実装実践・社会接続 

‣ アーカイブ：実装の維持管理・継承 

‣ 上記の要素を念頭に, メディア・モデルの視点から実装の勘所を探っていく
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本日のテーマ

‣ 1つの情報・多角表現展開・知覚総体の相乗効果
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[A04+] メディア・サイクル

4

場
異なる分野の人々が 
集結するきっかけ

表現
思考交流の中で 
生まれる試行錯誤

創発
相乗効果と偶発で 
発生する融合分野

過去の創発が 
次世代の場へ

思考のつなぎ 
メディア化促進

各分野の融和

出力・共有

記録・蓄積

維持・継承



[A12+] メディア・モデル
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マルチモーダル1 - 複数の知覚

‣ マルチモーダル 
‣ 「複数の手段による…」などの意 (デジタル大辞泉) 

‣ ある物事に複数の知覚を通してアプローチするときに用いられる 

‣ マルチモーダル・アクセシビリティ : 複数の知覚経路で表現を展開する 

‣ マルチモーダル・メディウム : 複数の知覚を接合した知覚総体を捉える
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マルチモーダル2 - 経路の多角化
‣ 受信者が接続しやすいメディアでメッセージに接触できる 

‣ つながりやすくなることで, メディア化が活発になることを期待できる 
‣ マルチモーダルの主な効用として挙げられる (マルチモーダル・アクセシビリティ)
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マルチモーダル3 - ひとまとまりの知覚
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‣ 複数知覚をつないだ知覚総体 

‣ 総体が単純合計以上の相乗効果を生む → 知覚総体の創発といえるか？ 

‣ 知覚総体によるメディア表現の活性と昇華 (マルチモーダル・メディウム)

🍰 ケーキ

🔈 旬のモンブラン

売り場の雰囲気

レイアウト

モンブラン 
とても美味しそう評判

他のお客さん

ブランド… etc

知覚総体

融合した 
メディア表現

総合した刺激として表現が強化される



表現空間

メディア・モデルとマルチモーダル・メディウム
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まとめ
‣ 1つのメッセージをさまざまな知覚を用いて表現するマルチモーダル 

‣ 発信の多角展開だけでなく, 知覚同士のつながりに着目した 

‣ マルチモーダル・メディウム 
‣ 複数知覚をつないで構成される知覚総体 

‣ 知覚総体の相乗効果によりメディア表現が昇華される 

‣ 美を表現する可能性も広がり活発になりうる [A07] 

‣ メディア実装においては… 

‣ 実装の意義や魅力をいかに広めるかは肝要, 知覚総体は意識して活用すべき
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本日の談義・考察一助

a. マルチモーダル・メディウム形成における障壁を挙げてほしい 

b. マルチメディアとマルチモーダル・メディウムの相違点はなんだろうか 

c. マルチモーダル・メディウムのメディア表現の具体例を挙げて欲しい 

d. メディア実装とマルチモーダル・メディウムの関係を整理したい
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次回予定

メディア実装の勘所2 
存在と現象「ヴァーチャル・リアリティ」
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